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平成 2５年冬休み号  

貝塚市立葛城小学校 
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今年もあとわずかになりました。各ご家庭では、さまざまな年末の行事や仕事、新しい年を迎えるための準備に追われ、

大変忙しい時期だと思います。 

終業式に、子どもたちには、クリスマス、お正月など楽しい行事がぎっしりと詰まった冬休みだけれど、おうちの方は、

猫の手も借りたいくらいこの時期は忙しいのだから、おうちの方と一緒に進んでお手伝いをやりなさいと話しました。 

子どもたちにご家庭でたくさんお手伝いをさせてあげて下さい。家庭で子どもたちに役割を持たせ、その役割を果たす体

験を重ねさせることで、子どもたちは生きていく上で必要な生活技能を獲得するとともに、家族の一員としての意識や責任

感を身に付けていきます。また、自尊感情や規範意識を高めることにもなります。 

冬休みの大掃除は、家族みんなで取り組めるすばらしいお手伝いのチャンスです。子どもにぜひお手伝いをするチャンス

をたくさん用意してあげてほしいと思います。そこで、子どもたちにお手伝いをさせるポイントを紹介しますので参考にし

ていただけたらと思います。 

１．要領やコツを教えながら親子で一緒に楽しんでやってみましょう。 ２．うまくいかないときは、どうしたらうまくい

くか一緒に考えましょう。 ３．多少時間がかかっても最後まで待ち、達成感を感じさせましょう。 ４．結果を認め、「あ

りがとう」「助かった」などの感謝の気持ちや役に立っていることを伝えましょう。 

２学期の「あゆみ」を持って帰ります。子どもたちは、今学期も一生懸命頑張りました。その結果を一緒に見ていただき、

できたことは褒め、喜んであげて下さい。できなかったことは、次にがんばろうねとやさしい声かけをしてあげて下さい。

子どもたちにはそれが一番の糧になります。よろしくお願いします。 

最後になりましたが、二学期の本校の教育活動へのご理解ご支援をいただいたことにあらためて厚くお礼申し上げるとと

もに、皆様方のご健康とご多幸をお祈り申し上げます。和やかで穏やかな年の瀬と、すがすがしい新年をお迎えください。 

 

 

 

 

６日、５年生が長生会の方々と 

一緒にしめ縄づくりをしました。 

長生会の方々は、前日までに、縄 

をよったり、裏白やはつきミカン 

、ゆずりは、神紙しだれなどを準 

備していただき、また当日には子 

どもたちにそれらを組み立ててい 

く作業を教えていただきました。 

子どもたちは、自分で作ったし 

め縄をそれぞれ自慢げに披露しあ 

い、「今年はこれを家に飾ろう」 

と喜んでいました。最後には自 

分で縄をよることにも挑戦しまし 

た。長生会の皆さん本当にありが 

とうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１日おもちつきに来て下さい！お待ちしています 

長生会との交流 しめ縄づくり 

12日、４年生人権研究授業では、「いかり」という感情に

ついてそのメカニズムを知り、「いかり」をもつことは決し

て悪いことではなくその対処法を知ることが大事であるこ

とに気付かせる授業でした。子どもたちはグループ活動で、

仲間の意見に共感し、仲間同士のコミュニケーションを活

発に行い、調整し解決する力を発揮し「違って当たり前」

とお互いを認め合い、自分と違う考えや行動について理解

し受け止める態度の育成を目指す授業が行われました。 

その後の事後討議では教職員全体で意見交換し問題を共有

することができました。 

人権校内研究授業 

葛城ふれあい広場のもちつき大会を１月 11日（土）９時 30分から行います。葛城校区に春を告げる 

地域ぐるみの行事です。ぜひ、子どもたちと一緒におもちつきを楽しんでください。お待ちしています。 

 

 

狂言ワークショップ 

かつらぎ子どもゆうびんきょく 
児童集会で、２年生の子どもたちが「かつらぎゆうびん

きょくをします。はがきを売っていますので、買いに来て

下さい。」と元気よく発表しました。 

この取り組みのために、子どもた 

ちは段ボール箱に赤く塗った紙を張 

り付けた郵便ポストや、思い思いの 

切手絵柄のはがき、お金の作成に取 

り組みました。 

今、休み時間に交代ではがきを販 

売しています。校内いたるところに 

おかれたポストに投函された友だち 

や先生へのはがきは、かわいい郵便 

屋さんが新学期に教室や職員室に配達してくれます。今か

ら楽しみにしています。 

６年生は国語学習の一環として、日本の伝統文化である

狂言のワークショップに取り組みました。山本能楽堂の皆

さんから狂言の歴史や礼儀作法を教えていただき、また、

狂言体験もさせていただきました。最初は戸惑いと恥ずか

しさからなかなか演じられませんでしたが、最後には立派

に演じることもできました。また、鑑賞では、腹をすかし

た山伏が柿を盗んでるいる所を持ち主に咎められ、腹いせ

にいたずらを仕掛けられ最後は木から落ちて大けがをする

「柿山伏」という演目を演じていただきました。子どもた

ちは声と動きの見事さにじっと見ていました。 

 

 

 


